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更改Step

１．医療情報連携ネットワークの改善事項検討

今後より⼀層の地域に根ざしたネットワークとなるためにも、更なる医療機関の参加が必要と考えて
いる。また、地域包括ケアシステムにおけるICTツールとして、アザレアネットをどのように位置づけ
るのかという点を整理する必要がある。特に福岡県医師会の「とびうめネット」において、多職種連携
に向けたツールの提供も予定されており、あわせて⼗分な検討が必要と思われる。
なお、開⽰施設のシステム更新が近づいているが、その費⽤については構築費⽤と同様に、開⽰施設
の⾃主財源で負担する⽅針である。
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